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トルコ語学習における諸問題
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はじめに
この発表では、まず大阪外国語大学 トルコ語専攻の実際に筆者が行





の総合商社や トヨタ自動車のよ うなメーカーが進出 してい
る。いずれの企業も、 トル コ国内で一定の評価を得てお り、
大学の新卒業生にとっては重要な雇用先 となることが期待さ









動で トル コ語能力を生かせるかどうかよりも、おもに トル コ










史的 ・地政学的な理由があるだろうが、 トルコ語学科 も大阪
外国語大学と東京外国語大学に限られてお り、その歴史はわ






















1年 次、そ して2年 次において到達目標を設定 し、2年 目が終
了した時点で学生がどのレベルまで学習したかが明記された。
C)教 師間の協力体制



















まざまな理 由で同時進行すべき科 目で進度の差が生 じてしま
う。そ うするとあらか じめ設定された目標に到達するには遅
れが生 じることになる。この問題は、役割分担を決めて授業






















日本の大学では授業 は90分 間 と定められていて、外国語
の授業 もその例外ではない。15年 以上にわたる教師経験か
























現状の週5時 間の授業構成か らしてみれば1限 ほ どの補習






90分 間の授業の中で トル コ語学習のみな らず トル コ
全般 に関する質問なども受け付けて答えるよ うにして
い る。質問の内容は トルコ人の 日常生活か らトルコの
歴史まで幅広 く、時には答えに苦 しむ質問もあるが、








授業 ではまず教師の方か ら質問 し、初めは学生に向か
って一方的にな りがちであることを承知の上でコミュ
ニケーシ ョンを図るよう心がけている。頻繁に 「分か
りま したか」 と声をかけ、学生に質問す る機会 を与え
る。
i)可 能な限り平等な時間の割 り当て
当然なが ら予習 ・復習する学生 とただただ授業に出席す
る学生の間には差があるが、どの学生にも授業に平等
に参加 してもらうために教師か ら学生に対する質問を




ルを自覚させるために同 じよ うな練習問題や課題 を繰
り返す。復習効果の傍 ら、学生が 自己チェ ックを しや
す くする。
まとめ:
以上が筆者が15年 以上経験 したことを元に トル コ語学習にお
ける諸問題やその解決策について考えてみた ものである。無論こ
こで取 り上げた問題がすべてではない。 これから、 さらに多様な
問題が起こりうるだろ う。その節、新 しい問題の解決に挑む所存
である。
